
 

 

 

２０２１年８月２日 

損害保険ジャパン株式会社 

 

損保ジャパンのＳＤＧｓ経営とサステナビリティの取組み 

～本業を通じた社会価値創造に向けて～ 

 

損害保険ジャパン株式会社（取締役社長：西澤 敬二、以下「損保ジャパン」）は、創業から１３０年

の歴史の積み重ねのなかで、損害保険事業を通じて、持続可能な社会の実現に向けて貢献してきました。 

ＳＯＭＰＯホールディングス（グループＣＥＯ執行役社長：櫻田 謙悟、以下「ＳＯＭＰＯ」)は、２０

２１年度からの中期経営計画で、本業を通じて社会価値と経済価値の創出に取り組む「ＳＤＧｓ経営」を

経営基盤に位置付け、「ＳＯＭＰＯのパーパス」実現に向けた経営上の重点課題である「マテリアリティ」

を特定し公表しました。 

損保ジャパンの新中期経営計画においても、社会課題解決の主要な担い手になるべく、「ＳＤＧｓ経営」

を事業基盤の１つに位置付け、地域社会やお客さま、代理店の皆さまとのパートナーシップにより、本業

を通じた価値創造に取り組んでいきます。 

 

１．損保ジャパンのＳＤＧｓ経営 

損保ジャパンは、「すべての人々・地域・社会に、たくさんの笑顔と活力あふれる確かな明日をお届け

する」というビジョンを掲げ、本業を通じた社会課題解決を目指す「ＳＤＧｓ経営」に取り組んでいきま

す。 

２０２１年７月に実施した「ＳＤＧｓ・社会課題に関する意識調査」※では、「『ＳＤＧＳの達成』や

『社会課題の解決』に向けて取り組んでいる企業の製品・サービスを使用・購入したい」と考える人が約

５７％にのぼるなど、一般消費者が考える社会課題や、課題解決に向けた企業への期待の高まりなどが明

らかになりました。 

社会変革や消費者の意識変革が加速するなか、損保ジャパンは、社会変容の主要な担い手になることを

目指し、以下の３つの観点から持続的な「社会価値創造力」の向上に取り組んでいきます。 

① 祖業である損害保険事業を通じた社会への更なる貢献 

② 防災・減災や自動運転などの新事業領域での新たな社会価値創出 

③ 自社の温室効果ガス排出量の削減、人材育成、地方創生等への取組み 

※https://www.sompo-japan.co.jp/-/media/SJNK/files/news/2021/20210802_1.pdf 

 

＜ビジョンの実現に向けた当社取組みの時間軸＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.sompo-japan.co.jp/-/media/SJNK/files/news/2021/20210802_1.pdf


２．具体的な取組み 

（１）損害保険事業を通じた貢献 

損保ジャパンが長年培ってきたパートナーシップ（ＳＤＧｓの目標１７）を基盤として、価値創出

に資する商品・サービスを開発・提供し、代理店とともに日本全国の各地域における新たな価値創出

に取り組んでいきます。 

 

【価値創出に向けた商品・サービスの開発・提供】 

マテリアリティ 
分 野 

(ＳＤＧｓ対応目標) 
事 例 

あらゆるリスクに

対する備えの提供 

モビリティ 

 

事故を減らし、事故時にも安心を届ける通信機能付きドライブ

レコーダーを活用した安全運転支援サービス 『Driving!』 

マイカーを手放した方の移動リスクを補償する『UGOKU(移動の

保険)』 

スマートフォンの「ながら運転」を防止する『ながら運転防止

サービス』 

安心・安全なシェアリングに向けた『駐車場シェア専用保険』 

地域防災を支える『消防団災害活動用自動車保険』 

※消防団員が災害活動等を行うためにマイカーを使用している

間の事故を補償 

地域の移動を支える『移動支援サービス専用自動車保険』 

※高齢者の移動支援を担うボランティアドライバーの運転中の

事故を補償 

健康・働きがい 

 

役員および従業員の疾病リスクまで企業を取り巻くリスク包括

して補償する『メディカル・マスター』 

入院時の生活を補償・サービスでサポートする実費型医療保険

『入院パスポート』 

本業の企業が被る副業中の労災リスクを補償する 

『副業パッケージプラン』 

ワーケーション先での業務用機器・ケガを補償する 

『ワーケーション・マスター』 

事故や災害を未然

に防ぎ、レジリエ

ントな社会に貢献 

防災・減災 

 

居住地の自然災害リスクを正しく把握できる 

『THE すまいのハザードマップ』 

中小規模工場へのリモートでの防火対策強化を支援する 

『QRC サービス』 

AI 活用による床上浸水時の保険金を自動算定する 

『ＳＯＭＰＯ水災サポート』 

経済・社会・環境

が調和したグリー

ンな社会づくりへ

の貢献 

エネルギー 

   

洋上風力発電事業者の洋上風力固有のリスク評価サービスと包

括保険をワンストップで提供『ONE SOMPO WIND サービス』 

 

 



（２）新たなビジネスモデル・新事業を通じた貢献 

多様なステークホルダーとの共創や新たなお客さま接点の創出等を通じ、従来の保険の枠にとどま

らない商品・サービス等の開発・提供によりＳＤＧｓの達成に貢献していきます。 

 

【新事業での社会価値創出に向けた取組み】 

マテリアリティ 
分 野 

(ＳＤＧｓ対応目標) 
事 例 

事故や災害を未然

に防ぎ、レジリエ

ントな社会に貢献 

防災・減災 

 

AI および保険金支払データ等を活用した被害予測 

『防災・減災システム』の開発・提供 

※One Concern 社との業務提携 

自動運転 

 

自動運転車の安心な走行を支援『自動運転向けデジタルリスク

アセスメント』の開発 

※アイサンテクノロジー㈱、㈱ティアフォーとの共同開発 

安心・安全な自動運転の社会実装に向けた取組み 

『自動運転車向け遠隔見守りサポートアプリの開発』 

経済・社会・環境

が調和したグリー

ンな社会づくりへ

の貢献 

エネルギー 

   

有機廃棄物からエネルギー生成する可搬型装置の実証実験開始 

※サステイナブルエネルギー開発㈱との業務連携による取組み 

モビリティ 

 

「DeNA SOMPO Mobility」による個人間カーシェアリング事業

および「DeNA SOMPO カーライフ」によるマイカーリース事業

への参入 

駐車場の予約アプリを活用した駐車場シェアリング事業への参

入 

※akippa㈱との業務提携 

    



（３）自社の取組みによる貢献 

自社の資産・インフラを活用した取組みおよび社員の幸せや働きがいのベースとなるダイバーシティ

＆インクルージョンの推進、社会価値創造に向けた多様な人材の育成等を加速することで、ＳＤＧｓの

達成に貢献していきます。 

【気候変動対応と人材育成の取組み】 

マテリアリティ 
分 野 

(ＳＤＧｓ対応目標) 
事 例 

経済・社会・環境

が調和したグリー

ンな社会づくりへ

の貢献 

気候変動 

   

本社ビルの再生可能エネルギー導入（2021 年） 

全自社ビルの再生可能エネルギー導入（2030 年まで） 

社有車の EV・PHV 化推進、地域拠点の防災ハブ化検討 

投資先に対する ESG エンゲージメントの推進 

未来社会を変える

人材集団の実現 

人材育成 

 

ダイバーシティ＆インクルージョンの推進（女性管理職比 

2023 年度末 30％、障がい者雇用比率 2023 年度末 2.3％以上） 

オンライン企業内大学「損保ジャパン大学」の展開、社外 

パートナーとの人材育成プログラムの検討 

「ビジネスラボ鶴岡」の活用による企業イノベータ人材育成

プログラムの開発・展開 

社内ボランティア組織「ちきゅう倶楽部」をはじめとする損

保ジャパンの社会貢献活動の進化 

 

【自治体や地元企業との共創を通じた社会価値創出】 

事業活動から得られるリアルデータと提携パートナー企業が保有するノウハウ・技術力を生かした

データ分析、２００を超える自治体との連携協定の活用、地元企業との共創等を通じて社会価値創出

に取り組み、地域課題の解決に貢献していきます。 

 

３．今後について 

損保ジャパンは、「ＳＯＭＰＯのパーパス」実現に向け、世の中の変化を的確にとらえ、全国に広が

る拠点と代理店ネットワークを通じて地域における新たな価値創出の機会を増やし、社会課題解決に

資する商品・サービスの提供を通じて、持続可能な社会の実現と企業価値向上に取り組んでいきます。  



＜参考：ＳＯＭＰＯのパーパスとマテリアリティ＞  

 

 

以上 

 

 


